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敷地面積：3707.84㎡／春木幼稚園敷地他  延床面積：約1,100㎡  構造：鉄筋コンクリート（仮）
定員設定（案）：0歳児6名、1歳児10名、2歳児12名、3歳児27名、4歳児27名、5歳児27名 計109名
円滑化後受入数：0歳児7名、1歳児12名、2歳児14名、3歳児32名、4歳児32名、5歳児32名 計129名(≒109×120％)

各室の概要（階数が”１”と表記のものは１階指定、空欄は２階以上でも可）、施設基準欄に”必置”と記載のあるものは「大阪府認定こども園の認定の要件並びに設備及び運営に関する基準を定める条例」に定められたもの。

1 保育室　0才 必置 30 1
円滑化の人数（120％）に対応できる面積 6×120％≒7名（仮）⇒ 7×3.3＝23.1㎡以上 【空調・床暖房必須】  布団庫（押入れ）・備付棚・手洗い必要
※施設基準は乳児室1.65㎡／人、ほふく室3.3㎡／人。府の監査ではまず3.3㎡／人で基準を満たすか確認するため。

2 保育室　1才 必置 45 1 円滑化の人数（120％）に対応できる面積 10×120％≒12名（仮）⇒ 12×3.3＝39.6㎡以上 【空調・床暖房必須】        同上

3 保育室　2才 必置 30 1 円滑化の人数に対応できる面積 12×120％≒14名（仮） ⇒ 14×1.98＝27.72㎡以上 【空調・床暖房必須】          同上

4 保育室　3才 必置 65 円滑化の人数に対応できる面積 27×120％≒32名（仮） ⇒ 32×1.98＝63.36㎡以上 【空調必須・床暖房希望】        同上

5 保育室　4才 必置 65 円滑化の人数に対応できる面積 27×120％≒32名（仮） ⇒ 32×1.98＝63.36㎡以上 【空調必須・床暖房希望】        同上

6 保育室　5才 必置 65 円滑化の人数に対応できる面積 27×120％≒32名（仮） ⇒ 32×1.98＝63.36㎡以上 【空調必須・床暖房希望】        同上

7 園庭 必置 700 1

14×3.3＋400＝446.2㎡ ＞ (14+32+32+32)×3.3＝363㎡
０〜１歳児⽤園庭も必要（部屋から出たところ・オーニング必要）。2〜5歳児⽤園庭はある程度⾛り回れる面積が必要。砂場を乳児⽤と幼児⽤に分ける。
手洗い⽤設備２〜３か所程度、園庭遊び等で児童の⾜が汚れた場合に使⽤する⾜洗⽤設備も２か所程度必要。

8 遊戯室 必置 100 1 面積は目安。分割して利⽤できるようにパーティションを設置。 【空調・床暖房必須】

9 調理室 必置 45 1

下処理室、倉庫、調理員専⽤トイレ、調理員⽤休憩室含む。
乳児クラスの近くに配置。
定員109名規模に必要な面積（現桜台保育所厨房50.5㎡より少し狭い程度に設定）
調理室の入口に、白衣を着脱できるスペース・手洗場を設ける。スチコン、ガス炊飯器、食洗器を設置。
※施設基準（必置）の飲料水⽤設備も兼ねる。

10 医務室 必置 10 1
職員室の一角を医務コーナーで仕切るのではなく、感染症防止の観点からも別途部屋を設ける。
職員室に隣接。医薬品の管理。園児⽤ベッド1台・簡易ベッド1台必要。シャワーパン、流し台設置希望。

11 職員室 必置 40 1 防犯の観点から施設の玄関近くに設置。乳児室の近くに設置。

12 便所（児童用） 必置
０〜2歳児⽤

3、4、5歳児⽤
適宜
設置

０〜２歳児室にそれぞれ隣接。０，１歳児はおまるを置くスペースも必要。３歳児⽤以上はシャワーパン必要（２歳児以下は沐浴室にてシャワー）。
３歳児室⽤１か所、４歳児・５歳児⽤１ヶ所を想定。洋式及び和式。一時保育室・遊戯室からもアクセスしやすい場所に設置。
児童⽤便所区画内に大人⽤便所を１室設ける。園庭から使いやすい位置にも必要（園庭専⽤である必要はない）。計50㎡と仮定。

13 便所（多目的） 6 1 多目的⽤

14 便所（大人用） 必置 14 1・2 職員⽤、来客⽤。各階に設置。

15 会議室 (努力義務) 30 他の⽤途（絵本室等）と兼ねることも検討

16 絵本室（図書室） (努力義務) 10

必ずしも独立した部屋である必要はない。
各部屋に入れたり、会議室や廊下の一角と兼ねても可。または、玄関に絵本コーナーを持ってきて、親子で見られるようにも。
階段下のスペース等も利⽤可能。遊戯室の壁に配架するのは止めた方がよい。

（仮称）市立春木・大芝認定こども園 基本構想 設備等一覧表
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17 一時保育室 50 1 利⽤人数10名を想定。調乳コーナー（電気ポット・シンク）・沐浴スペース必要。10×3.3＝33.00㎡以上。【空調・床暖房必須】

18 調乳室 7 1 ０歳児室に隣接。

19 沐浴室 12 1 ０、１歳児室に隣接。

20 午睡室 12 1 ０、１歳児室に隣接。

21 休憩室 25 職員⽤休憩室・昼食時等に利⽤。給湯設備必要。

22 倉庫 30 1・2

保育⽤品・季節⽤品・洗濯物等を収納する。
桜台保育所の倉庫と同程度の面積で設定（13.5㎡×２）。１・２階それぞれ使いやすい位置に（複数）配置。
十分に収納できるように背の高い棚を備え付ける。園庭にも屋外⽤遊具やイベント⽤具収納庫が必要。

23 男性更衣室 10 シャワーユニット1ヶ

24 女性更衣室 30 シャワーユニット1ヶ

25 面談室 10 1 保護者との相談・面談に使⽤。発達相談等も行えるスペースが必要。

26 テラス・ベランダ 1 保育室から園庭に出られるように。手洗い場、⾜洗い場も必要。開閉しやすいシェード（電動or手動）の設置。

27 玄関 20 1 正面玄関、園庭に行き来しやすい、０歳児室が正面玄関から離れている場合は乳児⽤出入口を希望。電気錠の設置。

28 エレベータ 14 1・2 給食をワゴンに入れて直接運べるエレベータ、厨房に近接することが望ましい。障がいのある児童・保護者等も利⽤。

29 下足室 15 1 2Fの児童・一時保育児童・職員⽤の下駄箱部屋。1Fの児童⽤の下駄箱は各保育室から園庭に出る所に設置、また下駄箱が⾬に濡れない⻑さの軒が必要。

30 洗濯室 10 児童の汚れた衣類、タオル等を洗う 洗濯物干し場との行き来がスムーズにできる場所に置く。

31 洗濯物干し場 テラス、屋上等。洗濯室からアクセスしやすい場所に設置。

32 廊下等 250 1・2 廊下の幅は2m程度確保する。（参考：千喜里保育所の廊下幅1.84m）、玄関・廊下・階段等共⽤スペースの面積を記載。

33 駐輪場 100 1 保護者⽤及び職員⽤。別々の場所で各20台程度のスペース。⾬よけ必要。

34 駐車場 200 1 保護者送迎⽤。15台程度。

35 屋外階段 必置 1・2 避難⽤の階段。常⽤（屋内）階段とは別で必要。

計 1100 ㎡ ※駐輪場・駐車場・園庭含まず。

組み立て式でないもの。園庭や屋上に設置（屋上の場合、階下への水漏れ対策や施設配置への配慮が必要）。
35人⽤×1台。日よけ（手動式でも可）必要。

保育室・職員室・会議室・遊戯室・休憩室等に必要。

全館放送、園庭への放送も可能なもの。

その他

プール

LAN線・電話線の接続口

放送設備



[文書の重要な部分を引用して読
者の注意を引いたり、このスペー
スを使って注目ポイントを強調
したりしましょう。このテキスト 
ボックスは、ドラッグしてページ
上 の 好 き な 場 所 に 配 置 で き ま
す。] 

春木幼稚園配置図 
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1347.84 ㎡ 


